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戦
後
五
〇
年
の
一
九
九
五
年
の
幕
開

け
は
、
大
変
な
大
震
災
に
始
ま
っ
た
。

一
月
一
七
日
午
前
五
時
四
六
分
、
兵

庫
県
南
部
を
中
心
と
し
た
阪
神
地
方
に

大
地
震
が
起
っ
た
。
兵
庫
県
西
宮
市
の

私
の
家
で
も
、
夜
明
け
前
の
浅
い
眠
り

の
中
で
突
然
突
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な

た
て
ゆ
れ
を
感
じ
、
す
ぐ
後
に
激
し
い

横
ゆ
れ
が
つ
づ
い
た
。
私
の
頭
上
に
鏡

台
が
倒
れ
て
き
た
。
隣
の
部
屋
で
は
本

棚
の
倒
れ
る
物
凄
い
音
が
し
た
。
一
瞬

何
が
起
こ
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま

に
起
き
上
が
り
鏡
台
を
も
と
に
戻
し
た
。

冬
の
夜
明
け
は
お
そ
い
。
真
っ
暗
闇
の

中
で
電
灯
を
つ
け
よ
う
と
し
た
が
、
す

で
に
停
電
し
て
い
た
。
懐
中
電
灯
で
照

ら
し
出
さ
れ
た
部
屋
は
ま
る
で
オ
モ
チ

葦
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美

ヤ
箱
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
有

様
で
あ
っ
た
。
手
探
り
で
ラ
ジ
オ
の
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
、
兵
庫
県
南
部
を

中
心
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
二
の
直

下
型
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
知
ら
せ

て
い
た
。
そ
の
後
は
連
日
報
道
さ
れ
た

よ
う
に
、
各
地
で
火
災
や
山
崩
れ
が
発

生
し
、
死
者
五
千
人
を
超
え
る
戟
後
最

大
の
震
災
と
な
っ
た
。

東
海
地
震
の
予
報
は
随
分
以
前
か
ら

盛
ん
に
警
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、
東
京

に
就
職
さ
せ
て
い
る
娘
に
は
い
ざ
と
い

う
時
の
注
意
な
ど
を
し
て
い
た
が
、
阪

神
に
住
む
私
達
は
北
海
道
や
三
陸
沖
の

地
震
の
ニ
ュ
ー
ス
に
も
よ
そ
事
の
よ
う

に
思
い
、
地
震
に
対
し
て
物
心
両
面
の

備
え
を
殆
ど
し
て
い
な
い
有
様
で
あ
っ

た
。
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る

と
言
わ
れ
る
通
り
、
今
回
も
行
政
当
局

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
被
災
を
受
け
た

市
民
の
多
く
も
、
突
然
の
こ
と
に
瞬
時

な
す
す
べ
を
知
ら
な
い
と
い
う
状
況
で

は
な
か
っ
た
か
と
想
像
す
る
。

歴
史
上
ま
れ
に
み
る
、
人
生
に
一
度

と
い
う
よ
う
な
事
柄
に
遭
遇
し
た
時
、

私
達
は
何
を
指
針
に
行
動
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
度
の
大
地
震
に

遭
遇
し
て
、
あ
ら
た
め
て
地
震
災
害
の

歴
史
を
振
り
返
り
、
過
去
の
人
た
ち
が

ど
の
よ
う
に
対
処
し
、
ど
の
よ
う
な
教

訓
を
残
し
て
い
る
か
を
真
筆
に
学
ば
ね

ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
た
。

一
九
九
一
年
一
〇
月
発
行
の
本
会
々

報
の
中
で
、
吉
川
龍
子
氏
が
一
八
九
一

年
に
起
こ
っ
た
濃
尾
大
地
震
の
際
、
日

本
で
園
始
さ
れ
た
ば
か
り
の
看
護
教
育

を
受
け
た
看
護
婦
た
ち
が
救
護
に
活
躍

し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
時

の
救
護
活
動
が
我
が
国
に
お
け
る
看
護

婦
に
よ
る
救
護
活
動
の
始
ま
り
で
あ
り
、

百
年
余
り
を
経
て
、
今
阪
神
地
方
の
被

災
地
で
は
医
師
と
と
も
に
保
健
婦
、
看

護
婦
た
ち
が
救
護
活
動
に
あ
た
っ
て
い

る
。
看
護
史
を
ふ
り
か
え
る
時
、
戟
争

や
災
害
時
の
死
傷
者
の
救
護
に
お
け
る

看
護
職
の
果
し
て
き
た
役
割
の
大
き
い

こ
と
を
知
る
。

最
近
、
に
わ
か
に
日
本
列
島
の
地
殻

変
動
が
活
発
化
し
、
今
回
の
よ
う
な
大

地
震
が
日
本
の
ど
こ
で
発
生
し
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
で
あ
る
。
看
護
職
と

し
て
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
今
後
の
震

災
に
備
え
て
看
護
職
に
よ
る
組
織
的
な

救
護
活
動
が
行
え
る
よ
う
議
論
を
始
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

過
去
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
今
に
よ

く
対
処
で
き
、
将
来
に
備
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
日
本
看
護
歴
史
学
会
と
し
て

は
、
戦
後
五
〇
年
に
あ
た
る
今
年
は
、

戟
後
の
看
護
の
歩
み
を
各
方
面
か
ら
振

り
返
る
重
要
な
年
で
あ
る
が
、
そ
れ
に

加
え
て
看
護
職
に
よ
る
震
災
時
救
護
活

動
の
歴
史
を
た
ど
り
、
ま
た
こ
の
度
の

震
災
の
惨
状
と
看
護
の
活
動
な
ど
を
記

録
に
と
ど
め
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と

思

う

。

　

　

　

一

最
後
に
被
災
を
受
け
ら
れ
た
会
員
の

皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

1

阪
神
大
震
災
の

被
災
地
の
皆
様
に
謹
ん
で

お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す

尚
、
緊
急
の
幹
事
連
絡
会
に
よ
り
、

被
災
地
区
の
本
会
会
員
の
皆
様
に
対
し

一
九
九
五
年
度
の
会
費
免
除
と
、
お
見

舞
を
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
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第
九
回
日
本
看
護
歴
史
学
会
大
会
予
告

「
戦
後
五
〇
年

一
九
九
五
年
に
第
二
次
世
界
大
戦
が

終
結
し
て
か
ら
、
今
年
で
五
〇
年
。
様

々
な
領
域
で
、
こ
の
節
目
に
あ
た
る
年

に
再
評
価
し
よ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

あ
た
か
も
こ
の
と
き
に
あ
っ
て
、
先

月
一
七
日
未
明
に
発
生
し
た
阪
神
大
震

災
の
惨
状
に
対
し
、
異
口
同
音
に
「
ま

る
で
戦
火
の
跡
の
よ
う
だ
」
と
い
う
多

く
の
声
は
、
故
な
し
と
は
思
え
な
い
も

の
で
し
た
。

さ
て
、
今
年
の
大
会
は
、
敗
戦
後
G

H
Q
（
連
合
軍
総
司
令
部
）
　
に
よ
っ
て

な
さ
れ
た
看
護
改
革
と
、
そ
の
後
を
め

ぐ
り
、
検
証
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。
当
時
、
直
接
的
に
看
護
改
革
に
当

ら
れ
た
方
々
か
ら
の
責
重
な
発
言
を
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
開
催
日
程

八
月
五
日
（
土
）
午
後
一
時
半
開
始

八
月
六
日
（
日
）
午
前
九
時
半
開
始

◆
会
　
　
場

ウ
イ
ン
グ
ス
・
京
都
（
京
都
市
女
性

総
合
セ
ン
タ
ー
）
イ
ベ
ン
ト
・
ホ
ー
ル

京
都
市
中
京
区
東
洞
院
六
角
通
下
ル

〇
七
五
－
二
一
二
1
七
四
七
〇
（
代
）

看
護
改
革
の
行
方
」

◆
第
一
日
日
　
午
後
一
時
受
付
開
始

午
後
一
時
半
　
メ
イ
ン
行
事

「
私
の
か
か
わ
っ
た
戦
後
の
看
護
改
革
」

元
厚
姓
省
看
護
課
長
・
日
本
看
護
協

会
長
　
金
子
　
光
氏

元
摩
雄
省
看
護
課
・
日
本
看
護
協
会

長
　
大
森
文
子
氏

午
後
四
時
半
　
総
会

◆
第
二
日
目
　
午
前
九
時
受
付
開
始

午
前
九
時
　
研
究
発
表

午
前
一
〇
時
半
　
分
科
会

昼
休
・
懇
親
会
を
予
定

午
後
一
時
半

「
私
の
か
か
わ
っ
た

地
方
の
看
護
改
革
（
仮
）
」

該
当
者
を
招
い
て
の
談
話
を
予
定

開
催
内
容
お
よ
び
時
間
等
に
つ
い
て

は
、
次
回
会
報
で
詳
し
く
紹
介
い
た
し

ま
す
の
で
、
お
早
目
に
予
定
を
お
立
て

下
さ
い
。

◆
分
科
会
に
つ
い
て

分
科
会
担
当
五
十
嵐
節

分
科
会
に
つ
い
て
は
、
創
刊
号
か
ら

十
九
号
に
至
る
ま
で
毎
号
何
ら
か
の
記

載
が
あ
り
ま
す
が
、
分
科
会
活
動
に
つ

い
て
は
、
会
報
2
号
、
3
号
、
5
号
、

8
号
、
1

2
号
に
、
特
に
お
知
ら
せ
を
し

て
お
り
ま
す
が
、
近
頃
入
会
さ
れ
た
方

も
あ
り
ま
す
の
で
左
記
に
趣
旨
と
概
略

を
述
べ
ま
す
。

趣
旨
は
、
会
員
が
自
分
と
共
通
の
関

心
分
野
の
人
々
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

相
互
に
啓
発
し
、
継
続
的
に
学
習
や
研

究
内
容
を
深
め
て
行
こ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

分
科
会
の
方
針
と
趣
旨
を
具
体
化
し

た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
会
員
は
自
分
の
関
心
分
野
の
分
科

会
に
主
体
的
に
参
加
し
、
継
続
的
に

学
習
や
研
究
を
行
う
。

一
、
大
会
は
、
研
究
報
告
、
研
究
発
表

を
行
い
、
幅
広
い
意
見
交
換
や
、
交

流
を
は
か
る
場
と
す
る
。

一
、
分
科
会
の
構
成
人
員
は
問
わ
ず
、

一
人
一
分
科
会
も
設
立
し
う
る
。

一
、
各
分
科
会
の
代
表
者
は
、
そ
の
会

の
メ
ン
バ
ー
の
互
選
に
よ
り
選
出
さ

れ
る
。
（
会
報
第
二
号
よ
り
引
用
）

会
員
の
関
心
分
野
は

文
字
・
映
像
に
み
る
看
護
、
生
活
文

化
と
看
護
、
女
性
史
、
宗
教
と
看
護
、

看
護
思
想
史
、
近
代
看
護
史
、
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
、
日
赤
の
看
護
、
現
代
看
護

史
、
看
護
制
度
史
、
G
H
Q
、
各
国
史
、

公
衆
衛
生
史
、
助
産
・
助
産
婦
の
歴
史
、

小
児
看
護
史
、
精
神
看
護
史
、
教
育
方

法
史
、
看
護
士
の
歴
史
、
臨
床
看
護
史
、

社
会
と
看
護
、
法
制
史
、
そ
の
他
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、
戦
後
五
〇
年
、
看
護
改
革

も
叫
ば
れ
五
〇
年
、
看
護
の
改
革
の
行

方
を
見
失
わ
な
い
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の

歴
史
の
な
か
で
し
っ
か
り
見
据
え
て
い

き
た
い
も
の
と
期
待
し
分
科
会
を
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
ま
た
看
護
歴

史
研
究
に
と
、
つ
な
げ
て
い
っ
て
く
だ

さ
る
こ
と
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

分
科
会
担
当
高
田
節
子
・
五
十
嵐
節

2

◆
第
九
回
大
会
分
科
会

話
題
提
供
者
の
募
集

1
内
容
研
究
テ
ー
マ

要
旨
・
呼
び
か
け
（
百
字
以
内
）

2
期
日
六
月
末
日

3
送
付
先

3
50
側
埼
玉
県
入
間
郡
毛
呂
山
町

毛
呂
本
郷
三
八

埼
玉
医
科
大
学
短
期
大
学

五
十
嵐
節
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災
害
史
と
し
て
の
「
地
震
」

亀
　
山
　
美
知
子

今
回
の
大
地
震
は
彪
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
、
今
も
被
災
者
の
方
々
の
苦
痛

に
は
は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、

あ
ら
た
め
て
自
然
の
前
で
は
非
力
な
人

間
の
存
在
を
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
こ
で
先
人
た
ち
の
地
震
へ
の
対
処

を
振
返
る
こ
と
も
何
ら
か
の
教
訓
を
私

た
ち
に
与
え
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
こ
で
、
江
戸
期
の
地
震
の
う
ち
、

元
禄
一
六
年
　
（
一
ヒ
〇
三
）
　
の
関
東
を

中
心
と
す
る
大
地
震
に
つ
い
て
紹
介
し

よ
う
。
尚
、
引
用
は
す
べ
て
原
文
通
り
。

〇
十
一
月
廿
二
日
こ
の
夜
大
地
震
に
て
。

郭
内
石
垣
所
々
く
づ
れ
。
櫓
多
門
あ
ま

た
た
を
れ
。
諸
大
名
は
じ
め
士
庶
の
家
。

数
を
つ
く
し
転
倒
す
。
ま
た
相
模
。
安

房
。
上
総
の
あ
た
り
は
海
水
わ
き
あ
が

り
。
人
家
頚
崩
し
。
火
も
え
出
て
。
人

畜
命
を
亡
ふ
者
。
数
ふ
る
に
い
と
ま
あ

ら
ず
。
誠
に
慶
安
二
年
こ
の
か
た
の
地

震
な
り
と
ぞ
。
甲
府
邸
こ
れ
が
た
め
に

長
屋
た
ふ
れ
。
火
も
え
出
し
か
ば
。
増

火
消
を
命
ぜ
ら
る
。
御
所
に
は
護
持
院

大
僧
正
召
れ
て
夜
中
ま
う
の
ぼ
り
。
鏡

護
の
加
持
し
奉
る
。
○
廿
三
日
け
ふ
も

地
震
な
を
や
ま
ず
。
○
廿
五
日
紀
伊
本

邸
こ
た
び
の
災
に
か
～
り
し
か
ば
。
し

ば
し
鶴
姫
君
を
西
城
の
大
奥
に
う
つ
し

ま
い
ら
す
。
」
各
所
破
損
の
地
修
理
奉
行

を
秋
元
但
馬
守
喬
邦
。
大
島
伊
勢
守
義

也
。
普
請
奉
行
甲
斐
庄
喜
右
衛
門
正
永
。

水
野
権
十
郎
忠
服
。
小
普
譜
奉
行
布
施

長
門
守
に
命
ぜ
ら
れ
。
御
宮
。
霊
廟
の

修
理
を
阿
部
豊
後
守
正
武
。
少
老
井
上

大
和
守
正
琴
。
小
普
請
奉
行
間
宮
諸
左

衛
門
信
明
に
仰
付
ら
れ
る
。
ま
た
先
手

頭
佐
野
与
八
郎
政
信
は
火
絨
考
察
。
使

那
須
鰻
紺
馴
招
最
机
調

ま
た
地
震
に
屋
舎
そ
こ
ね
し
輩
休
暇
た

ま
ふ
。
日
数
は
火
に
逢
し
時
の
半
た
る

べ
し
と
定
め
ら
る
。
」
○
廿
六
日
火
災
の

時
。
指
灘
を
待
ず
速
に
出
て
火
を
防
べ

き
む
ね
。
脇
坂
淡
路
守
安
照
は
じ
め
。

六
人
の
輩
に
伝
ら
る
。
又
火
災
し
げ
く

風
烈
し
き
時
は
。
巡
番
の
輩
郭
辺
し
げ

し
げ
見
回
る
べ
し
。
定
役
の
外
増
役
を

も
令
ず
べ
し
と
仰
山
さ
る
。
」
又
令
せ
ら

れ
し
は
。
強
き
地
震
に
は
。
番
所
な
ら

び
に
伺
公
の
席
あ
く
る
と
も
く
る
し
か

ら
ず
。
近
き
わ
た
り
の
庭
へ
。
は
ヾ
か

り
な
く
山
べ
し
。
こ
の
う
へ
お
も
ひ
た

が
へ
。
座
席
に
あ
り
て
毀
傷
せ
ば
。
己

が
あ
や
ま
ち
た
る
べ
し
な
り
。
」
ま
た
こ

の
ご
ろ
火
災
し
げ
く
。
風
も
は
げ
し
け

れ
ば
。
廻
り
番
の
輩
。
場
所
を
こ
た
り

な
く
巡
察
し
。
御
所
近
辺
も
し
ば
し
ば

廻
る
べ
し
。
定
廻
の
外
。
増
廻
り
を
も

命
ず
べ
し
と
な
り
。
○
廿
七
日
こ
た
び

の
大
変
に
よ
り
。
伊
勢
大
神
宮
。
京
二

十
一
社
。
当
府
山
王
。
神
田
明
神
。
相

模
国
鶴
岡
八
幡
宮
（
中
略
）
其
外
大
社

大
寺
に
祈
祷
を
仰
下
さ
る
。
」
又
各
郭
石

畳
破
壊
に
よ
り
。
火
災
等
の
時
出
て
警

衛
す
べ
き
む
ね
。
酒
井
左
衛
門
尉
忠
勇

榊
原
式
部
大
輔
政
邦
（
中
略
）
　
に
仰
付

ら
る
。
○
廿
八
日
月
次
拝
賀
な
し
。
大

災
に
よ
り
て
な
り
。
郭
辺
石
垣
修
理
の

人
夫
出
す
事
を
。
松
平
大
膳
大
夫
吉
広
。

藤
堂
大
学
頑
高
睦
（
中
略
）
　
に
仰
付
ら

る
。
」
大
久
保
隠
岐
守
忠
増
小
田
原
の
居

城
地
震
に
て
大
破
し
け
れ
ば
。
就
封
の

い
と
ま
給
ふ
。
霊
雲
寺
恵
光
地
震
祈
祷

の
事
仰
付
ら
れ
。
不
動
秘
法
廿
一
座
行

ふ
。
○
廿
九
日
勘
定
奉
行
萩
原
近
江
守

重
秀
こ
た
び
各
所
の
事
沙
汰
す
べ
し
と

命
ぜ
ら
る
。
各
所
御
修
理
の
仮
奉
行
を

小
姓
組
服
部
久
右
衛
門
常
方
。
桑
山
源

七
郎
一
規
（
中
略
）
　
に
仰
付
ら
る
。
大

久
保
隠
岐
守
忠
増
居
城
大
破
に
よ
り
。

金
一
万
五
千
両
か
し
た
ま
ふ
。
け
ふ
小

石
川
水
戸
邸
よ
り
。
失
火
し
け
る
に
。

風
は
げ
し
く
。
八
重
姫
御
方
の
第
邸
よ

り
。
本
郷
の
方
に
や
け
行
て
。
甲
府
の

別
業
よ
り
東
叡
の
山
中
に
う
つ
り
。
寮

舎
若
干
焼
て
。
湯
島
天
満
宮
。
神
田
明

神
（
中
略
）
両
国
橋
。
大
橋
も
焼
落
。

本
所
。
深
川
霊
巌
寺
の
ほ
と
り
ま
で
や

け
ぬ
。
よ
て
水
戸
邸
よ
り
。
八
重
姫
君

は
本
城
に
う
つ
り
給
ふ
（
中
略
）
　
こ
の

月
令
せ
ら
～
は
。
こ
た
び
火
災
に
よ
り
。

諸
商
売
物
は
い
ふ
ま
で
も
な
し
。
諸
士
。

傭
夫
。
大
八
車
等
の
賃
銭
。
其
他
の
も

の
も
。
価
騰
貴
せ
し
む
べ
か
ら
ず
と
な

り
。
〇
十
二
月
朔
日
拝
賀
な
し
。
」
家
門

昨
日
の
大
火
に
よ
り
。
使
奉
り
御
け
し

き
う
か
が
は
る
。
」
　
（
中
略
）
ま
た
松
平

加
賀
守
綱
紀
。
若
狭
守
吉
徳
（
中
略
）

災
に
か
～
り
し
を
も
て
。
を
の
を
の
御

使
し
て
と
は
せ
給
ふ
。
」
書
院
番
大
久
保

甚
右
衛
門
忠
位
破
損
所
の
仮
奉
行
を
奉

る
。
」
　
（
中
略
）
〇
二
日
藤
堂
大
学
頭
高

睦
災
に
あ
ひ
し
も
て
。
石
垣
の
助
役
を

松
平
右
衛
門
督
吉
泰
に
命
ぜ
ら
る
。
」
け

ふ
令
せ
ら
る
1
は
、
こ
た
び
の
火
事
。

地
震
に
て
。
屋
舎
破
壊
し
。
あ
る
は
焼

亡
せ
し
輩
。
営
築
。
修
理
等
。
こ
の
頃

は
匠
工
も
さ
し
つ
か
ゆ
れ
ば
。
速
に
営

築
す
る
に
及
ば
ず
。
た
と
へ
な
ら
せ
ら

る
～
道
な
り
と
も
く
る
し
か
ら
ざ
れ
ば
。

先
板
橋
を
な
し
を
き
。
追
々
に
宮
築
す

べ
し
と
な
り
。
〇
三
日
寄
合
小
笠
原
民

部
長
宥
（
中
略
）
厳
宥
院
殿
霊
廟
の
勤
番

（
中
略
げ
ふ
よ
り
護
持
院
大
僧
正
隆
光

仁
王
経
を
講
す
。
（
中
略
）
こ
の
日
火
を

い
ま
し
む
る
事
。
心
い
る
べ
き
む
ね
令

せ
ら
る
。
は
た
失
火
の
と
き
。
白
刃
あ

ら
は
し
て
。
武
器
も
せ
る
も
の
も
見
ゆ

れ
ば
。
前
令
の
ど
と
く
。
弥
さ
る
こ
と

あ
る
べ
か
ら
ず
と
令
せ
ら
る
。
〇
五
日

地
震
に
よ
り
。
代
官
を
箱
根
山
に
通
は

し
巡
察
せ
し
め
ら
る
。
」
こ
の
日
目
付
の

3
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輩
へ
令
せ
ら
る
～
は
。
営
築
に
よ
り
城

中
へ
人
夫
多
く
入
れ
ば
、
暮
に
及
び
退

く
と
き
。
の
こ
る
も
の
あ
ら
ん
も
は
か

り
が
た
け
れ
ば
（
中
略
）
宿
直
の
目
付

両
人
。
徒
目
付
つ
れ
て
。
夜
中
し
ば
し

ば
ま
は
り
。
翌
朝
其
旨
聞
え
あ
ぐ
べ
し

と
な
り
。
（
中
略
）
ま
た
釆
申
年
爛
草

の
事
を
令
せ
ら
る
。
（
中
略
）
下
馬
所

其
他
僕
従
等
あ
つ
ま
る
地
に
て
。
下
人

煙
草
用
ゆ
べ
か
ら
ず
と
。
主
人
よ
り
堅

く
令
ず
べ
し
。
（
中
略
）
九
日
（
中
略
）

衣
服
其
他
今
よ
り
後
華
美
に
す
べ
か
ら

ず
。
音
信
。
贈
遭
。
料
理
等
に
い
た
る

ま
で
か
ろ
く
す
べ
し
。
さ
き
ざ
き
令
せ

ら
れ
し
ご
と
く
。
火
を
い
ま
し
む
る
事

心
い
れ
し
む
べ
し
。
も
し
火
お
こ
ら
ば
。

力
を
尽
し
す
み
や
か
に
打
け
し
。
尤
近

隣
よ
り
も
馳
集
り
。
大
火
に
及
ぼ
し
む

べ
か
ら
ず
。
火
災
の
地
見
せ
し
む
る
と

て
。
騎
馬
の
も
の
出
す
べ
か
ら
ず
。
火

災
の
と
き
。
昼
夜
に
か
ぎ
ら
ず
。
各
門
。

各
橋
。
往
来
滞
ら
し
む
べ
か
ら
す
。
は

た
所
在
の
橋
際
へ
。
稚
貝
を
く
べ
か
ら

ず
と
。
あ
ら
か
じ
め
告
諭
す
べ
し
と
な

り
。
〇
十
日
こ
と
し
早
し
て
久
し
く
雨

ふ
ら
ず
。
地
震
火
災
う
ち
つ
ヾ
け
ば
。

護
持
院
大
僧
正
奉
り
。
け
ふ
よ
り
水
天

供
を
修
す
。
（
中
略
）
○
廿
三
日
令
せ
ら

る
～
に
は
。
（
中
略
）
歳
暮
歳
首
。
す
べ

て
慶
事
の
贈
遺
こ
と
更
か
ろ
く
す
べ
し
。

魚
物
は
鯛
。
嘘
に
か
ぎ
ら
ず
。
何
魚
と

も
か
ろ
く
取
か
は
し
。
（
中
略
）
衣
服
は

有
来
り
た
る
べ
し
。
小
給
の
輩
は
。
輿

斗
目
あ
る
は
定
紋
の
服
着
せ
ず
と
も
く

る
し
か
ら
ず
（
中
略
）
風
烈
の
と
き
は

他
出
せ
ず
。
た
と
へ
年
礼
た
り
と
い
ふ

も
出
べ
か
ら
ず
（
中
略
）
○
廿
九
日
さ

り
し
十
一
月
大
地
震
の
後
。
こ
の
ご
ろ

に
至
り
。
毎
日
数
十
皮
の
地
震
あ
り
て

猶
や
ま
ず
と
ぞ
。
（
略
。
国
史
大
系
第
4

3

巻
「
常
憲
院
殿
実
紀
巻
四
十
八
）

江
戸
時
代
の
大
地
震
は
、
慶
安
二
年

の
関
東
地
域
、
延
宝
四
年
津
和
野
大
地

震
、
宝
永
四
年
の
富
士
山
の
噴
火
に
と

も
な
う
地
震
、
文
化
一
年
の
出
羽
国
の

大
地
震
に
よ
り
名
勝
象
潟
の
異
変
等
々

を
数
え
て
い
る
。
幕
府
に
よ
る
地
震
に

関
す
る
記
事
の
中
で
も
、
今
回
取
り
上

げ
た
元
禄
一
六
年
の
も
の
が
、
最
も
詳

細
に
当
時
の
状
況
を
伝
え
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
次
第
に
事
態
の
細

部
に
わ
た
る
情
報
を
得
る
に
至
り
、
相

次
い
で
対
応
策
を
講
じ
て
い
る
。
特
徴

的
な
も
の
と
し
て
、
加
持
祈
祷
を
重
視

し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
地
震

後
七
日
目
に
至
り
、
水
戸
藩
邸
よ
り
の

出
火
に
よ
り
、
江
戸
の
半
分
が
焼
失
す

る
と
い
う
事
態
が
起
き
る
。
こ
れ
を
発

端
に
、
火
災
防
止
策
は
徹
底
さ
れ
る
一

方
、
江
府
内
の
秩
序
維
持
に
も
多
角
的

に
施
策
を
講
じ
た
こ
と
が
分
る
。
中
で

も
経
済
政
策
と
し
て
の
倹
約
令
等
、
き

め
細
か
い
注
意
を
行
っ
て
い
る
。
余
震

の
記
事
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
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◆
新
入
会
員
紹
介
（
敬
称
略
）

宮
中
文
子
　
机
上
京
区
清
和
院
口
寺
町

東
入
ル
中
御
霊
町
四
一
〇
京
都
府
立

医
大
医
療
技
術
短
期
大
学
部

鎌
田
美
智
子
　
規
神
戸
市
長
田
区
海
蓮

町
七
－
四
－
二
二

兵
庫
県
立
総
合
衛
生
学
院
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◆
会
費
未
納
の
方
々
へ
お
願
い
／
…

現
在
、
本
会
々
員
総
数
は
増
加
し
て
…

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
の
運
営
費
…

は
約
四
〇
万
の
残
額
が
あ
る
に
過
ぎ
ま
…

せ
ん
。
滞
納
さ
れ
て
い
る
方
は
、
至
急

未
納
額
を
振
込
ん
で
下
さ
い
。
　
…

郵
便
振
替
口
座
　
　
　
　
　
　
　
　
…

〇
一
〇
一
〇
－
一
－
五
二
一
八
五

日
本
看
護
歴
史
学
会
　
　
　
　
…
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日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
第
二
〇
号

編
集
責
任
者
亀
山
美
知
子

発
行
責
任
者
玄
田
公
子
・
岡
山
寧
子

6
0
2
上
京
区
清
和
院
口
寺
町
東
入
ル
府
立

医
大
医
療
技
術
短
期
大
学
部

日
本
看
護
歴
史
学
会
事
務
局

2
6
0
千
葉
市
中
央
区
亥
鼻
千
八
⊥

千
葉
大
学
看
護
学
部

看
護
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー

鵜
沢
陽
子
気
付

〇
四
三
－
二
二
六
－
二
四
五
六

4


